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概  要 
 
 
 

 

山岳トンネル工事において覆工コンクリートを施工する際，必要な強度の発現を確認してから脱枠を行うことで，

脱枠直後に強度不足に起因するひび割れや欠けなど，耐久性に悪影響を及ぼす不具合の発生を防止できる．この脱枠

時に必要な強度の発現を，実際に打込まれた覆工コンクリートにおいて確認する方法として，コンクリートの硬化に

対し鋭敏な超音波法の適用を検証し，測定箇所における覆工コンクリートのその時の状態そのものから強度を推定す

る超音波方式の脱枠強度管理システムを開発した．この方式では任意の時点の強度推定が可能であり，脱枠予定時刻

に測定して，必要な強度の発現可否を確認することが可能である． 
本稿では，覆工コンクリートの強度発現と超音波の伝播挙動との関係を明らかにした室内実験，および実際に現場

において適用した事例を紹介し，当システムの概要および有用性について報告する． 
 
成  果 

 
 
 

 

 室内実験により，超音波の最大振幅を用いることで，覆工コンクリートの強度発現を直接的に確認できる可能性

を見出した． 
 強度推定式を得る試験練り測定と，試験練り測定環境を再現するセントルへの実装を検討し，現場仕様のシステ

ムを開発した． 
 一般国道107号（仮称）梁川トンネル築造工事において，開発した超音波方式の脱枠強度管理システムを適用し，

当システムの有用性を確認した． 
 

 
 
 

 
写真－１ 超音波方式脱枠強度管理システム 

 
図－１ 脱枠強度管理結果の一例 
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↑センサ ↑センサ

管理用パソコンにおいて 

経過時間と 

推定強度を 

表示 
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